
Ìl二
日

士
戸
・

三2二
日

韻
(一
般・
現
代)

敗戦後の一
時期とは
大きな迷いで 、
わが
国が経済大国とゃらに
変

身した
今日では 、
大学の
棟数 、
大学生の
頭数に
比例するかのごとく

「学術」
論文の
発表せられる件
数は
おびただしいもの
だ。
そとに 、

昭和四十五 、
四十六両年を
特徴づ
ける
傾向を
見出すなどとい
うζと

は 、
到底私の
手にはあわない。
しいて言えば 、

研究がますます末梢

的な 、
チョコマ
カしたものになっ
てきたような
印象を
受けるが 、
こ

れは
分業化とい
うζとであっ
て 、
良い悪いの
問題ではないの
かもし

れない。
ただ 、
学問研究の
本場であるはずの
大学とい
う所が
事務所化し 、

教員たちと一
般の
事務家との
差が
著しく縮まっ
て
きたζとは 、
だれ

よりもまず当の
大学人たちが一
番よく感ずるとこ
ろではないの
だろ

うか。
会社 、
官庁と同じく大学でも 、
ゃれ教授会 、
ゃれ
何とやら委

員会 、
ゃれ
学生が暴れた 、
暴れそうだと 、
会議会議で日を
暮す。
会

議の
場を支配するのは、必ずしも真理ではない。
論理ではない。
それ

は
多くは小手先の
政治屋的弁舌であり 、
しばしば単なる

声の
大きさ

で
さえある 。
会議は実に
学者にとっ
て恐るべ
きものではないか。
時

間の
無駄は
言うに
及ばぬ。
会議的思考はほとんど
学問的思考とは正
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葉

反対の
ものであるため 、
特別の
抵抗力をもっ
た
者以外 、
度重なる会

議によっ
て
学者は
学者でなくなるζとを
覚悟しなければならない 。

もしとの
状態がさらに
五年も 、
また
十年も続くならば 、
わが
国に
学

問らしきものはあっ
ても学問はないようになっ
てしまうのではない

だろうか 。
少くとも 、
真κ
学聞に士山す者は
大学に
席をもっ
てはなら

ないとい
う時代が到来しかかっ
ている 、
いな既に
到来しているので

はないだろうか 。
金田一
春彦氏が 、
学聞になんら関わりのない
学生

騒動にそれ以上関わり続けることを
拒んで
大学を
去られたのは 、
象

徴的な一
つのできごとであっ
た 。

現代詩の
音声の
調査研究といっ
たような 、
馬鹿高い
古文献などを

必要としない分野では 、
大学などに
席をもたない研究者の
卵 、
ない

し 、
いわゆるしろうとの
人たちに 、
むし
ろ大いに
期待していいと思

う 。
方言研究家山口幸洋(帥H)
氏につ
いて 、
寺田泰政氏はその
著「遠

州方言のアクセント」(昭必-
m)の
中でと
う述べ
ておられる 。
ーー

山口さんの
活躍からわたしは二つの
教訓を得た。
ひとつは 、
斯学の

権威よ
りも自己の
知覚を信頼している逗しい態度。
もうひとつ
は 、

純粋な 、
乙とばに
対する愛情だ。
失礼な言い方だが 、
山口さんは
家



業
の
燃
料
商
の
余
暇
の
研
究 、
だ
か
ら 、
そ
の
成
果
が
ど
ん
な
に
輝
や
か
し
く

て
も 、

そ
れ
に
よ
っ

て
大
学
へ
ひ
っ

ぱ
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く 、

そ
う
い
う
世

俗
的
野
心
と
は
結
び
つ
か
な
い
の
に 、

あ
ん
な
に
熱
心
だ
と
い
う
と
と 。
ζ
れ

は
人
間
と
し
て
見
た
時 、

友
と
す
る
に
足
る
立
派
な
乙
と
だ。

音声 ・ 音 韻 (一般 ・ 現 代)

さ
て 、

諸
論
文
を
と
り
あ
げ
る
に
当
っ

て 、

自
に
つ
き
に
く
い
も
の 、

手
に

入
り
に
く
い
と
思
わ
れ
る
も
の
か
ら
始
め
る 。
ま
ず
ζ
と
に 、

東
京
大
学
医
学

部
「
音
声
言
語
医
学
研
究
施
設」
(
た
だ
し
英
名
は
河叩
お
Rnr

r
E
Z
Z
D同

Fomo司
包一口凹
白
ロL

EMO
ロ
芯
可一口日)

の
発
行
に
か
か
る

〉
ロロロ
包
切E-
r
t
ロ

Z0・
m
刀
2
8
5r
HN
40
5
F円神
宮
早己
主
』口
々
HU
8
1
玄
ミ
H
SH

と
い
う
論
文
集
が
あ
る 。

全
巻
英
文 、

国
際
性
の
あ
る
注
目
す
べ
き
文
献
で
あ

る
(
定
価
な
し)
。

所
収
の
十
四
の
論
文
中 、

小
稿
で
触
れ
る
べ
き
も
の
は
次

の
と
お
り
で
あ
る 。

ま
ず 、

サ
ワ
シ
マ
・

マ
サ
ユ
キ
氏
の

り
2
色
合
口
問
。同
〈D
毛
色目
は 、

日
本

語
の
母
音
無
声
化
の
実
態
を
サ
ウ
ン
ド
・

ス
ペ
ク
ト
ロ
グ
ラ
フ
と
声
門
の
写
真

と
に
よ
っ

て
調
べ
た
も
の

。

母
音
の
無
声
化
は
単
な
る
声
の
省
略
で
は
な
く 、

声
門
を
ひ
ら
く
た
め
の
積
極
的
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
結
論。

つ
ぎ
に 、

ヵ
ガ
ヤ
・
リ
ョ
l

ヘ
イ
氏
の

F
R可
ロm
g-
O巾
呉
氏冊目
古
関DH
g
ロ

ヨ
唱
の
8
8
Eロ
♂
は 、

朝
鮮
語
の
破
裂
音
の
三
つ
の
系
列 、
つ
ま
り
濃
音
・

平
音
・

激
音
を
発
音
す
る
際
の
声
門
の
動
作
を 、

フ
ァ

イ
バ
ー
・

ス
コ
ー

プ
を

通
じ
て
の
映
画
撮
影
に
よ
っ

て
探
究
し
た
も
の

。
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
日
本
語
表

記
を
日
本
語
音
声
史
の
解
明
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
む
き
に
は
一
読
の
要
が
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
た 。

ま
た 、

サ
ワ
シ
マ
・

マ
サ
ユ
キ
氏
と
ウ
シ
ジ
マ
・
タ
ツ

ジ
ロ
l

氏
の

C
8
0問
予巾
ヨ
z
z
g
吉
宮
ω
宮mnr
HN叩m
gHnr
は 、
一
九

六
八
年
(
昭
和
必
年)

に
始
ま
っ

た
と
い
う
こ
の
フ
ァ

イ
バ
ー
・

ス
コ
ー

プ
法

つ
ま
り 、

発
音
運
動
を
防
げ
ぬ
よ
う
鼻
か
ら
特
殊
の
曲
が
り
う
る
棒
を
差
し

入

れ
て
声
門
な
ど
を
観
察
す
る
法
に
つ
い
て
の
解
説 。
そ
の
棒
は
グ
ラ
ス・
フ
ァ

イ

バ
ー

の
束
か
ら
成
る
が 、
そ
の
内
部
で
は
不
思
議
に
も
光
線
は
直
線
せ
ず 、
だ
ま

さ
れ
だ
ま
さ
れ
そ
の
曲
が
り
の
ま
ま
に
進
む
の
で 、

突
の
様
子
が
見
ら
れ
る
と

い
う
わ
け 。
標
準
型
を
改
良
し
た
細
型
や
広
角
型
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る 。

一
方 、
シ
マ
ダ
・
ジ
ュ
ン
イ
チ
氏
と
ヒ
ロ
セ
・

ハ
ジ
メ
氏
の
MMr
3
ED
向日白
色

。
2
3
U丹市m
oh
』
4
2伺mm
〉口n
g円

一3
3
2
ロ凹
は 、

発車日
時
に
お
け
る
喉
頭

の
三
穫
の
筋
肉
の
緊
張
度
の
推
移
を一
示
す
筋
電
図
の
曲
線
と 、

そ
の
語
の
ア
ク

セ
ン
ト

の
型
と
の
間
の
関
係
を
求
め
た
も
の

。
ζ
の
研
究
の
価
値
は 、

む
し
ろ

そ
の
成
果
を
逆
用
し

て 、

音
響
と
し
て
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
無
声
部
分
の
「
高

さ」 、
つ
ま
り
物
理
的
で
は
な
い 、

生
理
的
な
高
さ 、

そ
し

て
主
体
的
な
高
さ

を 、

主
観
的
で
は
な
く

客
観
的
に
知
る
と
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

う 。

私
が
「
国
語
研
究」
幻
(
昭
川崎
・
3)
の
「
無
声
拍
の
強
さ
と
ア
ク
セ
ン

ト
核」
に 、

た
と
え
ば
「
厚
か
っ

た」
の
ツ
が
無
声
で
あ
っ

て
し
か
も
高
い
乙

と
は
筋
電
図
な
ど
に
は
お
そ
ら
く
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
書
い
た
の

は 、
つ
い
さ
き
ほ
ど
の
と
と
で
あ
っ

た 。

〉ロロ
E-
∞ロ
ロ由
江口
Z0・
印
か
ら
の

紹
介
は
ζ
れ
で
終
る
が 、

と
の
話
題
は
ま
だ
続
け
る
と
し
て 、
「
大
阪
樟
蔭
女

子
大
学
論
集」
第
9
号
(
昭
必
-

U)
の
「
無
声
拍
と
ア
ク
セ
ン
ト

の
問
題」

に
集
約
さ
れ
て
い
る
杉
藤(げ刊)
美
代
子
氏
の
音
響
学
的
方
法
は 、
と
の
生
理
学

的
方
法
と
手
を
つ
な
ぐ
乙
と
に
よ
っ

て
一
一層
そ
の
確
か
さ
を
増
す
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
た

。

杉
藤
氏
の
研
究
は
乙
の
ほ
か
「
言
語
研
究」
印
(
昭

“
・

2)

に
も
第
臼
回
大
会
(
昭
必
・
5)
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
要
旨
が
載

っ
て
い
る。

一
方 、

平
山
輝
男
博
士
還
暦
記
念
会
編
の
論
文
集
「
方
言
研
究
の
問
題
点」

(
昭
必
・
8

東
京
堂)

所
収
の
拙
文
「
無
声
の
拍
と
ア
ク
セ
ン
ト

の
型」
は 、
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母
音
の
無
声
化
現
象
自
体
を
扱
っ

た
と
い
う
よ
り
は 、

無
声
拍
を
「
高」
か

「
低」
か
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
定
位
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
ぬ
よ
う
な 、
あ
る
種

の
音
韻
論
の
愚
劣
さ
を 、
極
度
に
泥
臭
く

馬
鹿
丁
寧
に
述
べ
立
て
た
も
の

。
お
急

ぎ
の
か
た
は
最
後
の
二
頁
だ
け
を
お
読
み
下
さ
い 。
そ
の
二
一
九
頁
日
行
自
に

重
大
な
誤
植
が
あ
る 。
ザ
し
キ
の
キ
の
直
前
の
か
ぎ
は
誤
り
で 、
か
ぎ
は
ザ
の
直

後
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 。
い
ま
校
正
刷
の
複
写
を
見
て
も
私
の
手
で
確
か
に

そ
の
よ
う
に
正
し
て
あ
る
の
に 、
つ
い
に
誤
り
の
ま
ま
本
に
な
っ

て
し
ま
っ

た。

ま
た 、
各
節
の
番
号
が
編
集
の
際
無
断
で
変
え
ら
れ 、
二
二
九
頁
の
注
に
示
し
た

節
の
番
号
の
方
は
変
え
ら
れ
て
い
な
い 、
と
い
う
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
る 。

な
お
乙
の
拙
文
は 、

結
果
的
に
は
世
に
多
少
の
害
毒
を
も
流
し
た
有
坂
流
音

韻
論
の
有
坂
氏
と
は
ほ
と
ん
ど
対
照
的
な 、
「
語
勢
沿
革
研
究」
執
筆
当
時
の

若
き
有
坂
氏
の
良
さ
を
紹
介
し 、

す
べ
て
は 、

最
も
素
直
な
音
声
観
察
か
ら
出

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
を
主
張
し
た
文
で
も
あ
っ

た
の
だ
が 、

私
な
ど

が
主
張
す
る
ま
で
も
な
く 、

最
近
の
優
秀
な
実
験
設
備
の
助
け
も
あ
っ

て 、

音

声
言
語
の
健
全
な
研
究
法
が
進
展
に
向
っ

て
い
る
乙
と
は
心
強
い 。

と
こ
ろ
で
と
の
「
方
言
研
究
の
問
題
点」
は
一
O
九一
頁
の
大
冊
で

、

印
刷

技
法
上
の
困
難
も
多
く 、

定
価
の
壱
万
弐
千
円
は
特
に
高
い
と
は
言
わ
れ
な

い。
た
だ 、

ど
ち
ら
で
も
よ
い
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
印
刷
に
手
聞
の
か
か
る
形
に

表
現
し
た
が
る
執
筆
者
は
多
い 。
そ
れ
は 、

書
籍
の
売
価
に
は
ね
か
え
ら
な
い

で
済
む
は
ず
が
な
い 。

幸
い
に
わ
が
国
は
奴
隷
社
会
で
は
な
く 、

人
の
手
聞
は

た
だ
で
は
な
い
の
だ 。

学
者
や
学
者
の
卵
は 、

も
う
少
し
お
と
な
に
な
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う 。

さ
て
乙
の
大
冊
に
は 、

平
山
氏
の
門
弟
以
外
の
人
を

も
含
む
実
に
四
十
二
人
の
人
々
の
論
文
が
収
め
ら
れ 、

し
か
も
そ
れ
ら
は 、

お

そ
ら
く
平
山
氏
の
指
導
法
の
良
さ
を
物
語
る
も
の
と
思
う
が 、

随
分
多
く
の
方

面
に
わ
た
っ

て
い
る 。
そ
乙
で 、

論
文
は
次
の
十
の
群
に
分
け
ら
れ
て
い
る 。

す
な
わ
ち 、

音
韻
研
究
・

ア
ク
セ
ン
ト

研
究
・

文
法
研
究
・

方
言
の
記
述
・

言

語
地
理
学
・

意
味
論
・

計
量
的
研
究
・

国
語
教
育
・

史
的
研
究
・

民
俗
学 、

と

い
う 、

実
際
的
分
類
で
あ
る 。

も
ち
ろ
ん 、

各
論
文
が 、
そ
う
う
ま
く
そ
の
一

つ
に
入
る
わ
け
で
は
な
い 。

前
田
富
族
会凶)
氏
の
「
ア
ク
セ
ン
ト

史
研
究
と
方

言
ア
ク
セ
ン
ト

研
究」
は
史
的
研
究
の
部
に
入
っ

て
い
る
が 、
乙
の
論
文
中
重

大
と
感
ぜ
ら
れ
た
の
は
九
三
六
|

九
三
七
頁
に
述
べ
ら
れ
た 、

暖
昧
ア
ク
セ
ン

ト
に
対
す
る
疑
問
で
あ
る 。
「
会
話
の
中
で
あ
る
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

が
暖
昧
化

す
る
乙
と
は
東
京
方
言
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る」
な
ど
と
い
う
ζ
と

ば
か
ら

考
え
る
と 、

前
田
氏
は
平
山
氏
の
真
意
を
つ
か
ん
で
お
ら
れ
な
い
よ
う

だ 。

暖
昧
と
い
う
の
は 、
そ
の
話
手
自
身
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り 、

ラ
ン
グ
自

体
の
問
題
で
あ
ろ
う 。
ラ
ン
グ
の
発
動
の
さ
れ
か
た
の
峻
昧
と
い
う
乙
と
と
は

迷
う 。諸

論
文
そ
れ
ぞ
れ
力
作
の
よ
う
だ
が 、

中
で
都
竹
通
年
雄
(
許制)
氏
の
「
本

土
方
言
の
音
韻
研
究」
の
底
光
り
の
す
る
よ
う
な
良
さ 。
こ
う
い
う
良
さ
は 、

学
問
と
は
わ
か
ら
ぬ
乙
と
と
見
つ
け
た
り
と
信
じ
て
い
る
大
方
の
若
い
人
た
ち

に
は
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い 、

特
に
乙
乙
に
あ
げ
る 。
そ
の
第

日
節
「
強
さ
・
リ

ズ
ム
・

発
話
全
体」
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
も
ろ
も
ろ
の
こ

と
が
ら
に
つ
い
て
は 、

ま
だ
あ
る
一
つ
の
「
音
韻
論」
に
よ
っ

て
洗
脳
さ
れ
て

い
な
い
真
の
新
人
に
よ
る
調
査
研
究
を
期
待
す
る 。
新
人
と
は 、
た
だ
若
く

て

猛
烈
で
上
官
の
命
令一
下
敵
陣
に
突
っ
こ
む
忠
勇
な
兵
隊
を
言
う
の
で
は
な

い
。

少
く
と
も一
点
に
お
い
て
必
ず
ひ
と
と
は
途
っ

て
い
る 、
一
つ
の
人
格
を

も
っ

た 、

孤
独
を
楽
し
む
開
拓
者
・

探
険
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

新
潟
大

学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
内
「
新
潟
大
学
方
言
研
究
会」
発
行
の
「
方
言
の
研

究」
第
二
号
第
一
冊
(
昭
必
・
3)
の
「
新
潟
県
両
津
市
鷲
崎
方
言
の
研
究」

第
三
章
「
音
声」
の
中
に
は
「
文
音
声
上
の
音
声
表
情」
と
い
う一
節
が
あ
り 、
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また同号第二
冊(昭必・
3)
の
大橋勝男氏の
「新潟県北蒲原群豊栄

町高森方言の
文末訴え微妙音」
は
注目に
価する 。
さらに 、
東北大学

の
「国語学研究」
叩
(昭必-
U)
の
佐藤亮一
氏の
「アクセント調査

法につ
いての一
実験」
も 、
右の
都竹氏の
要望にそっ
た立派な
報告で

ある 。

音声 ・ 音 韻 (一般 ・ 現 代)

もとの
論文集に
もどると 、
中本正智(MM)
氏の
「K
音考」
は紅
頁に

及ぶ大作。
しかし
ま
だ
書
き
足りず 、
「国語学」
部
(昭必・
6)
に
発

表された
「琉球方言母音体系の
生成過程

ll3母音化を中心に
|l」

と一

組として
読むべ
きもののようである 。
後者の
論文には 、
母音の
変化

とは
言っ
て
も 、
それはその
直前の
子音の
変化と
組みになっ
て起ζっ

た変化で
あるととがかな
り詳しく述べ
られている 。
たとえば奄美名

瀬方言では\「ロ\
の\
ぞ
が\r ・\(無気喉頭化音)
に
変化する乙と

によっ
て
\ro\
から変化した\rE\
との
聞に
区別を
保つ乙とができ

たとい
う 。
他方 、
宮古諸方言では
\
E\
は\『ロ\
に
変化し
(\同\
は

両
唇
音
の

〔
司
]

で
は
な
く
、

珍
し
く
も
唇
歯
音
の

ロ
])

、

\
r
o
\

か
ら
変
化
し

た
\
宮\
との
聞に
区別を
保っ
ているとい
う 。
またζの
論文は 、
音韻

は
均整のとれた
体系をなすとい
うドグ?
に
対して
注意を・つながす働

きをももっ
ている 。
すなわち 、
乙のドグマ
によれば
O
↓u
の
変化

と
e
↓i
の
変化とは
相
並
ん
で
進
行
するはずであるのに 、
どうし

て 、
ζ
とはそんなに
単純ではないむねが述べ
られている 。
乙れは 、

東京方言・京都方言などに
も似た事情があり 、
かつ
ての
E
は
合

になっ
たが 、
巳
は
冊目

になっ
て
い
な
い 。(
も
っ

と
も
江
戸
な
ど
で
は一

旦
は
ほ
と
ん
ど

合

に
な
っ

た
よ
う
だ
が

、

卑
俗
の
感
を
免
れ
ず

、

今
日
で
は

ほ
と
ん
ど

巴

に

戻
っ

て
い
る
。

そ
の

卑
俗
感
と
い

う
の
は

、

同
ロ
↓
OH

の

変
化

に

比
べ
て

色
↓
合

の

変
化
が
大
分
新
し
い
生
々

し

い

も
の
で
あ
る
と
と
か
ら

来
る
も
の
で

あ
り 、

や
は
り

、

両
変
化
は
相
並
ん
で
は
起
と

ら
な
か
っ

た
の
で

ある 。)
ただしこれは 、
フィエトル
流の
母音三角形の
再検討をvつな

がす事実としてとらえる乙ともできるであろう 。

さて 、
子音と
母音との
Eいに
寄りかかり支えあう関係について突

っ
こんだ
考察をしているのは
「言語研究」
印
(昭必・
3)

所収の
城

田俊(札ゅ)
氏の
「日
本語音韻論によせて」
であろう 。
乙れは 、
一
九六

二
年(昭和幻年)
発表のエ
ス・
カl・シャ
ウミヤン
氏の
「理論音韻論

の
諸問題(プラプリェ
17・

チェ
アリlチェスコ
イ・
フアナロlギ

l)」(私は未見)
の
「二
段階理論」
を
日
本
語に
適用したもの
だとい

う 。
たとえば「きや」の
音頭論的解釈として 、
今までは 、
図の
ωωωが

f
a 

)
 
唱EA(

 

a 

(3) 

但)

考えられたが 、
実は 、
その
口菱化的性質(j)
は 、
制のように 、
音

節全体に
属するの
だ
ーーという考えかたなどを述べ

た
論文である o

k 、
j 、
aなどとい
う音素記号は 、
ある目的のためには
分割されす

ぎており 、
他の目的のためには
分析 .不十分である 。
かな
文字と比べ

た場合の
音素記号の
便利さにわれわれは目を奪われすぎているとい

う論は
久しいもの
だが 、
との
論文は
決して単なる音素排斥論や
拍一

辺倒の
論ではなく 、
音節・
拍・音素 、
さらに
音素の
弁別要素等の
諸
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単
位
が
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
ζ
と
を
説
い
た
も
の
と
解

せ
ら
れ 、

文
体
は
生
硬
だ
が 、

内
容
は
至
っ

て
穏
か
な
も
の
で
あ
る 。
た
と
え

ば
「
お
ば
さ
ん
」
と
「
お
婆
さ
ん
」
の
違
い
は
第
二
音
節
の
長
さ
の
違
い
で
あ

っ
て 、

母
音
音
素
a
の
長
さ
の
違
い
で
は
な
い 、

と
い
う
考
え
か
た
だ 。
前
者

は

オ
・

パ
・

サ
・
ン

の
四
「
音
節」 、

後
者
は

オ
・

パ
・

ァ
・

サ
・
ン

の

五
「
音
節」
だ
と
い
う
説
や 、
パ
l

の
a
は
パ
の
a
の
二
倍
だ
と
い
う 、
b
が
長

さ
を
も
っ
と
と
を
忘
れ
た
説
な
ど
に
比
べ
れ
ば 、

音
声
の
実
相
な
い
し
音
響
学

的
事
実
に
よ
く
対
応
す
る 、
ま
と
と
に
素
直
な
説
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

「
国
語
学」
の
よ
う
な
有
名
な
雑
誌
の
論
文
は 、

読
み
落
と
さ
れ
る
心
配
も

な
く 、

単
な
る
紹
介
な
ら
ば
小
稿
で
す
る
必
要
は
な
い 。
た
だ 、

若
干
の
感
想

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
ば 、
「
国
語
学」
部
(
昭
必
・
6)
の
山
口
佳

紀
氏
の
「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
母
音
脱
落
の
現
象
に
つ
い
て
」
の
よ
う
な

論
考
は 、

文
献
に
現
わ
れ
た
種
々
の
現
象
を
整
理
し
て
下
さ
っ

た
点
で
有
益

で
あ
る
ζ
と
は
疑
い
な
い
け
れ
ど
も 、
と
の
種
の
論
考
は
(
そ
の
二
頁
か
ら
三

真
に
か
け
て
挙
げ
ら
れ
た
数
々
の
論
考
と
同
じ
く
て

そ
の
出
発
点
に
お
い
て

既
に
二
つ
の
原
則
な
い
し
ド
グ
マ
に
よ
っ

て
著
し
く

思
考
が
制
限
せ
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

す
な
わ
ち 、

日
本
語
の
音
節
構
造
の
基
調
は
一
子

音
プ
ラ
ス
一
母
音
(
の
く)
で
あ
り
特
に
古
代
語
に
お
い
て
は
ζ
の
構
造
が
専
ら

で
あ
っ

た
と
い
う
考
え 、

お
よ
び 、

口
に
発
せ
ら
れ
た
音
は
総
て
文
字
に
表
わ

さ
れ
た
は
ず
だ
と
い
う
考
え 、
乙
の
二
つ
で
あ
る 。
と
の
二
つ
は
五
い
に
他
を

支
え
あ
っ

て
い
る 。

語
原
的
に
存
在
す
る
は
ず
の
母
音
に
相
当
す
る
文
字
が
記

さ
れ
て
い
な
い
と 、

す
ぐ
に
母
音
が
脱
落
し
た
も
の
と
思
っ

て
し
ま
う 。
と
の

「
脱
落」
と
い
う
の
は 、

実
は
単
に
表
記
面
に
お
け
る
脱
落
な
い
し

省
略
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
の
に 、

発
音
に
お
け
る
脱
落
だ
と 、

証
拠
も
な
い
の
に
思
い

と
ん
で
し
ま
う
の
が
大
概
の
よ
う
で
あ
る 。
そ
し
て
そ
の
背
景
を
な
す
の
は 、

の
〈
構
造
専一
の
考
え 、

つ
ま
り
の
〈
〈
な
ど
と
い
う
配
列
は
あ
り
え
な
い

と
い
う
考
え
な
の
で
あ
ろ
う 。
「
国
語
研
究」
詑
(
昭
必
・

ロ)

所
収
の
拙
文

「
古
今
集
字
余
り
の
発
音」
は 、

及
ば
ず
な
が
ら
古
代
日
本
語
の
音
節
構
造
の

実
態
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
小
論
で
あ
る 。

ま
た 、

同
じ
「
国
語
学」
出
の
ロ
l
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
グ
氏
の
「
文
献
資
料
に

反
映
し
た
中
世
日
本
語
エ
列
音
節
の
口
蓋
性」
に
つ
い
て
も 、

私
は
そ
の
結
論

の
大
筋
に
異
論
は
な
い
の
だ
が 、

や
は
り 、

表
音
的
文
字
と
音
声
と
の
聞
に
は

一
対一
の
単
純
な
対
応
が
存
す
る
は
ず
と
い
う
考
え
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
て
い
る

感
が
あ
る 。

氏
は
「『
捷
解
新
語』
の
諺
文
表
記
で
は 、
エ
列車日
節
は
例
外
な
く

口
蓋
音
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
に 、

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
ロ
ー

マ
字
綴
り
で

は
「
ェ

、

セ 、
ゼ
」
以
外
の
エ
列
音
は
非
口
蓋
音
と
し
て
現
わ
さ
れ
て
い
る」

そ
の
ζ
と
を 、

両
資
料
聞
の
「
不一
致」
で
あ
る
と
せ
ら
れ 、
「
か
り
に 、

キ

リ
シ
タ
ン
資
料
の
ロ
ー

マ
字
綴
り
の
方
が
間
違
っ

て
い
る
と
す
れ
ば 、

問
題
が

な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
が」
と
言
っ

て
悩
ん
で
お
ら
れ
る 。
し
か
し
諺
文
は
口

蓋
音
を
表
記
す
る
た
め
に
正
に
打
っ

て
つ
け
の
文
字
体
系
で
あ
り 、
ロ
ー

マ
字

綴
り
は
諺
文
の
よ
う
に
ス
マ
ー
ト

に
口
蓋
音
を
表
記
す
る
乙
と
が
で
き
な
い。

極
端
な
場
合
と
し
て
「
げ」
の
口
蓋
性
を
表
記
し
よ
う
と
す
れ
ば 、

官
官
ま

た
は
∞ロ
芯

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う 。
た
と
え
伴
天
連
た
ち

が
口
蓋
性
を
聞
き
と
っ

て
い
た
と
し
て
も 、
そ
れ
を
表
記
し
な
か
っ

た
と
と
は

む
し
ろ
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

ラ
ン
グ
氏
は
「
非
口
蓋
音
と
し
て
現
わ
さ

れ
て
い
る」
と
言
わ
れ
る
が 、

厳
密
に
言
え
ば 、

そ
ζ
に
あ
る
の
は
「
口
蓋
音

と
し
て
現
わ
さ
れ
て
は
い
な
い
」
と
い
う
事
実
で
あ
る 。

こ
の
事
情
は 、

わ
れ
わ
れ
が
単
に
「
ペ
ー

チ
カ
」
「
レ
l

ニ
ン
」
と
書
い
た

か
ら
と
い
っ
て 、
(つ
ま
り 、
い
ち
い
ち
「ピ
ェ
l
チ
カ」
「
リェ
1ニ
ン」 、
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ま
た
は

「
ピ
イ
エ

1
チ
カ
」
「
リ
ィ
ェ

l
ニ
ン
」 、

あ
る
い
は
さ
ら
に
良
心
的
?・

に
、

そ
の

小
さ
い
イ
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
く
エ

を
書
い
た
り
し
な
い
か
ら
と
い

っ
て 、)
そ
れ
を
証
拠
に
二
十
世
紀の
ロ
シ
ア
語
に
口
菱
音(
軟
音)
が
な
かっ

た
と
言
うζ
と
は
で
き
な
い 、
そ
れ
と
似
寄
りの
事
情で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

ま
あ
乙
れ
は 、
表
記の
スマ
ー
ト
さ
を
求
め
る乙
と
以
外
に 、
ど
うせ
日
本
人

に
は
こ
れ
ら
の
音
が
う
ま
く
言
え
な
い
の
だ
か
ら
と
い
うと
と
で 、
あ
え
て
詳

し
い
表
記
は
し
な
い
と
い
う
事
情
も
大い
に
考
慮
すべ
き
だ
ろ
う 。
し
か
し 、

同
様
に 、
伴
天
連
た
ち
に
も
〔
E巾]
[
包昂]
等の
発
音
が
困
難
ま
た
は
不
可
能

に
近
かっ
た
と
い
う
事
情
も
ま
た
十
分に
想
像せ
ら
れ
る 。
発
音
が
困
難
と
い

うと
と
よ
り
も
何よ
り
も 、
第一
に
聞
き
と
ると
と
自
体
が
困
難
だっ
た
の
で

は
な
い
か 。
ζ
と
に 、
そ
の[
j]

の
要
素
が
非
常に
軽
い 、
短
い
もの
で
あっ

た
と
す
れ
ば 、
な
お
さ
ら
だ 。
(
現
代
語
の

「
き
ょ

」
「
ぎ
よ

」

等
の

[J]
も 、

英
語 、
ド
イ
ツ
語
な
ど
の

[
j]

に
比
べ

れ
ば 、
著
し
く
軽
く 、
短
い 。)

本
当
は 、
い
く
ら
困
難
で
も
発
音し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が 、
ζ
こ

に
も
う一
つ
の
事
情
が
考
え
られ
る 。
想
像の
上
に
想
像を
重
ね
る
よ
うで
甚

だ
心
も
と
な
く
感
ぜ
ら
れ
る
む
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が 、
と
の
方の
事
情

は 、
落
ちつ
い
て
考
え
れ
ば
ど
な
た
に
も
ど
納
得の
ゆ
く

事
情で
あ
る 。
そ
れ

は 、
当
時
PV]
[
色。]
等の
代
り
に
[
宮]
〔閃叩]
と
発
音
し
た
と
し
て
も

な
ん
ら
知
的
意
味の
変
更
を
き
た
さ
な
かっ
た
と
い
う
事
情で
あ
る 。
乙
と

に 、
か
れ
ら
が 、
基
本
母
音
二
番に
近
い 、
狭い
[e]
を
もっ
て
[
宮]

[凹
乙
等
を
発
音
し
た
場
合 、
日
本
人
の
耳
に
違
和
感
を
与
え
ると
と
は 、
お

そ
ら
く
な
かっ
た
で
あ
ろ
う 。
(
と
れ
に

反
し 、
か
れ
ら
が
〔
j〕

の

要
素
を

聞
き
とっ
て
い
た
と
し
て 、
そ
れ
を
意
識
し
て
発
音
し
た
と
す
れ
ば 、
た
と
え

ば
「
毛
」
「
目
」
[
r
y
]
[
ヨ
守
]

は
、

む
し
ろ
「
消
え
」
「
見
え
」
〔
r
c
o
]
[
g
c
乙

と

聞
と

え
て
し
まっ
た
で
あ
ろ
う)
要
す
る
に 、
伴
天
連
た
ち
が
「
け
」
「
げ
」

音声・音韻 (一般・現代)

等の
口
蓋
性
を
表
記
し
な
かっ
た
乙
と
は
自
然で
あっ
た
と
私は
見た
い 。

次に
「
国
語
学」
部
(昭
必・
9)
の
井
上
史
雄
氏の
「ガ
行
子
音の
分
布

と
歴
史」
に
つ
い
て
は 、
と
の
文に
限
ら
ずこ
の
種の
論
考に
お
い
て 、
し
ば

し
ば
い
と
簡
単に
ど
の
地
方に
は
[
D]
が
有
る
と
か
無い
と
か
述べ
られ
る

と
と
に
対
す
る
疑
問
が
起ζ
る 。
そ
れ
は 、
自
然
の
会
話
に
お
い
て
の
ζ
と

か 、
ま
た
は 、
特
別に
語
例
や
文
例を
読
ん
で
も
らっ
た
場
合の
乙
と
か 、
と

い
う
疑
問で
あ
る 。
「国文学
言
語
と
文
芸」
第叫
号
(昭
必・
1)

巻
頭の
大

石
初
太
郎
氏の
「
日
本
語の
将
来」
の
冒
頭
で
も
ガ
行
鼻
音の
問
題
が
扱
わ
れ

て
い
る
が 、
や
は
り
同
様の
扱い
か
た
で
あ
る 。
そ
れ
ど
乙
ろ
か
大
石
氏は、

ガ
行口
音
と
ガ
行
鼻
音と
が
ひ
と
し
く
「が」
「
ぎ」・
で
表
記
さ
れ
る
文
字
体

系の
影
響に
よ
る
もの
だ
ろ
う
と
い
うの
は
取
るに
足
りな
い
と
言
われ
る 。

し
か
し 、
な
ぜ
取
るに
足
り
な
い
か
の
説
明
は
な
い 。
子
ど
も
は
文
字
を
知
ら

な
い
う
ち
は
難な
く
ガ
行
鼻
音
を
発
音
す
る
が 、
か
な
文
字
を
覚え
る
と
ガ
行

鼻
音の
発
音
が
不
自
由に
な
る
と
い
う
調
査
報
告が
あ
る
と 、
大
西
雅
雄
氏
か

ら
私は
聞い
た
乙
と
が
あ
る 。

日
本の
か
な
文
字
は
ほ
と
ん
ど
すべ
て 、
そ
れ
が
表
わ
す
音
と
同
じ
音で
も

っ
て
呼
ばれ
る 。
西
洋の
ア
ル
ファ
ベ
ッ
ト

が 、
た
と
え
ば
s

が(
概
し
て)

[S]
の
音
を
表
わ
すの
に
[四日]
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
と
は
大
き
な
違
い
だ 。

と
乙
ろ
が
「
が」
「
ぎ」
「
ぐ」
「
げ」
「
ど」
の
場
合
は 、
そ
れ
ら
が
口
音
ば
か

りで
な
く
鼻
音を
表
わ
す
こ
と
も
あ
るの
に 、
そ
の
呼
び
名は(語
頭
音
で
あ
る

た
め
当
然)
専
ら
口
音で
あ
る 、
と
い
う 、
ちょ
っ
と
し
た
食
い
違
い
が
あ
る 。

し
か
し 、
ア
と
い
う
名の
文
字
は
常に
ア
と
い
う
音
を
表
わ
し
カ
と
い
う
名の

文
字
は
常に
カ
と
い
う
音
を
表
わ
す
等々
と
い
う
絶
対
多
数の
例に
ひ
か
れ 、

ガ
(口
音)
と
い
う
名の
文
字
は
常に
ガ
(口
音)
と
い
う
音を
表
わ
す
は
ず

だ
と
い
う
誤っ
た
類
推
が
働
く
乙
と
は
別
に
不
思
議
で
は
な
い
と
思
うの
だ
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が 、
ど
ん
な
もの
だ
ろ
う 。
文
字
を
意
識
し

て
の
発
音
か
否
か 。
乙
の
相
違
を

重
視
すべ
き
は 、
ガ
行
音の
場
合
と
は
逆の
怠
味で 、
四つ
が
な
の
場
合
も
同

様
だ
と
思
う
が 、
ヨ同
知
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告」
第1
部・
第包
号
(
昭

必)
所
収 、
土
居
重
俊
氏の
「
高
知
県
に
お
け
る
四つ
仮
名の
区
別
に
つ
い
て

tlm
年目の追跡調査
11」

に
は 、
「
以
上
の
語
い
の
う
ち
読
み
に
く
い
と
恩
わ

れ
る
もの
に
は
絵
を
添
え
た
し 、
また
な
ぞ
な
ぞ
式
で
誘
導し
た
り
し

て 、
仮

名
を
振
る
乙
と
を
避
け
た」
と
あ
り 、
土
居
氏
が
文
字の
影
響を
十
分に
考
慮

し
て
お
ら
れ
る
乙
と
が
わ
か
る 。

論
文
で
は
な
い
が
「
国
語
学」
位
(昭
6・
9)
の
和
田
実
氏
筆の
金
回一

春
彦
氏
著
「
日
本
語
音
郊の
研
究」
の
書
評は
重
要で
あ
る 。
乙
の
蓄を
乙
の

書
評な
し

で
読
む
の
と 、
あっ
て
読
む
の
と
で
は 、
そ
の
理
解に
非
常な
差
が

あ
る 。
大
メ
ー

カ
ー

の
製
品の
ア
フ
タ
ー-

サ
ービ

ス
が
そ
の
大メ
ー

カ
ー

以

外の
手で
無
償で
行
な
わ
れ
た
と
い
う
感
じ 。
あ
ま
りの
か
た
じ
けな
さ
に
涙

の
乙
ぼ
れ
る
い
と
ま
さ
え
な
い 。
もっ
と
もこ
の
書
評
自
体に
も
誤
植
が 、
し

か
も
重
大
誤
植
が一
つ
あ
る 。
祁
頁上
段
二
行
自の
ワ
の
直
前の
カ
ギ
印は 、

シ
の
直
前の
カ
ギ
印
と
同
じ
もの
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

「
国
語
国
文」
の
音
声
関
係の
論
文
は 、
国
語
史
ま
た
は
方
言の
分
野の
も

の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
は
ずの
もの
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る 。
た
だ
「
国
語

国
文」
四
四
七
(昭
松山・
日)
の
浜
田
敦
氏の
「
清
濁」
は 、
基
本
的
な
問
題

の
核
心
に
迫
ろ
う
と
す
る
重
大な
論
考で
あ
る 。
古
代
日
本
語の
清
濁
現
象
が

現
代
朝
鮮
語の
清
濁
現
象と
同
様の
もの
で
あっ
た 、
つ
ま
り
現
代
日
本
語の

ガ
行
口
音と
ガ
行
鼻
音の
対
立
の
よ
う
な
も
の
で
あっ
た
と
い
う
仮
説
で
あ

る 。
ζ
と
ば
を
か
え
て
言
え
ば 、
万
葉
集な
ど
に
お
け
る
清
濁の一
々
の
書
き

分
けは 、
も
し一

人の
中
国
人
が
あっ
て 、
日
本
語の
タ
カ
イ
の
タ
は
有
気
だ

カ
タ
イ
の
タ
は
無
気
だ
と一
々
書
き
分
け
た
と
す
る
と 、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
に
相

当
す
る
こ
と
が
ら
だ
と
い
うと
と
に
な
る
だ
ろ
う
か。
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「
音
声
学
会
会
報」
は
手に
入
り
や
す
い
文
献
で
は
あ
る
が 、
見
落
さ
れ
そ

う
な
論
文
だ
け
を
拾っ
て
み
る
と 、
一
三
四
号
(昭
必・
8)
の
近
藤
鏡二
郎

氏の
「ど
あ
い
さつ
の
リズ
ム」
で
述べ
ら
れ
て
い
るよ
うな
「
リズ
ム」
は 、

一
部の
旧
派の
人
た
ちに
は取
り
付
き
に
くい
ζ
と
が
らで
あ
る
か
もし
れ
な

い
が 、
確
か
に 、
あ
る
個
人 、
あ
る
地
方 、
あ
る
国の
話し
か
た
の
特
徴
中で
重

要な
部
分
を
な
す
もの
で
あ
り 、
都
竹
氏の
言
わ
れ
る
と
お
り 、
じ
?っ

ぷ
ん
研

究の
対
象
と
な
る
は
ずの
もの
で
あ
る 。
一
三
八
号(昭
必・
ロ)
に
は
同
氏の

「
幼
児
言
語
リズ
ム
の
指
導
法と
問
題
点」
が
あ
り 、
ま
た
文
科
系
学
会
連
合

「
研
究
論
文
集」
第却
号(
一
九
六
九
年
度に
属
す
る
が 、
昭
和
必
年の
発
行)
に

同
氏の「
国
語・
英
語の
リズ
ム
表
記
法と
そ
の
教
育
方
法の
研
究」
が
あ
る 。

さ
て一
三
六
号
(昭
必・
4)
の
安
倍
勇
氏
の
「
語
文
音
調
交
渉の
姿」

は 、
世
界
諸
言
語
中に
お
け
る
日
本
語の
ア
ク
セ
ン
ト
と
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン

の
性
格
を
考え
る
手が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る 。
一
三
七
号
(昭
必・
8)
の

林
宏
太
郎
氏の
「
日
本
語
子
音
図」
は
力
作
で
あ
り 、
[h]
を
有
声
無
声の

境
界
線上に
お
い
た
と
こ
ろ
は
ず
る
い 。
し
か
も 、
そ
うし
た
乙
と
に
よっ
て

ハ
行の
連
濁の
問
題
が
鮮
明に
な
る
と
い
う
考
え
か
た
は 、
共
時
論と
通
持
論

の
混
同で
あ
る 。
調
音
点
を
基
調
と
し
た
と
の
種の
図で
は[h]
は
[k]

[
g]
よ
り
右に
来な
け
れ
ばな
ら
な
い 。
一
方 、
国
語
史
上の
〔
2・
2u司巾]

か
ら
[
Euro-
r巾]
へ
の
変
化は 、
調
音
点
と
無
関
係に 、
調
音
法の
同一
性

と
音
響
自
体の
類
似
と
に
よっ
て
起っ
た
もの
で
あ
る 。
し
か
し 、
も
と
も
と

三
次
元の
と
と
が
ら
を
二
次
元
に
押し
と
ん
だ
乙
の
穫の
図
と
し

て 、
ζ
の
図

は
ま
さ
に
大
出
来と
い
うべ
き
もの
で
あ
る 。
な
お
[
9]
と
〔N](版文では

nの最後が巻きEんだ形)
と
の
同一
性
に
つ
き
注
意
すべ
き
新
見が
あ
り 、
な
る



ほ
ど
個
人
に
よっ
て
は
そ
う
考
え
た
くな
る
よ
う
な
発
音を
行な
うと
と
は
あ

り
そ
う
だ
と
感
じ
た 。
林
氏は
音
楽
・

音
声
学・
文
学の
三
才
を
併せ
た
お
人

で 、
最
近
「
大
手
拓
次
全
集」
の
別
巻に
「
音
色
配
合
と
リズ
ム
論」
を
書
か

れ
た
と
い
う 。

一
三
八
号
(
昭
必-
U)
の
都
築
正
喜
氏の
「
日
英
両
国
語に
於
け
る
音
声

同
化の
比
較」
は 、
ブ
ラ
サ
ガ
ル
↓
ブ
ル
サ
ガ
ル
の
よ
う
な
個
別
的
現
象
( ・フ

ラ
イ
カ
ン
は
プ
ル
イ
カ
ン
に
な
ら
ず 、
ア
プ
ラ
は
ア .フ
ル
に
な
ら
な
い)
と 、

イ
タ
イ
↓イ
テ
ー

の
よ
う
な v
い
わ
ゆ
る
音
法
則
と
の
別 、
ま
た 、
アマ
ガ

サ 、
アマ
ド 、
アマ
ゾ
ラ;・
対
ア
メ
の
よ
う
な
交
替
と 、
音
法
則
と
の
別に
無

頓
着な
論で
あ
る 。
同
号の
坂
井
清
成(日也
氏の
「
ア
ク
セ
ン
ト

形
式
と
音
節

形
式
と
の
相
関
性」
は 、
ア
ク
セ
ン
トの

型
所
属の
論
は
名
義
抄の
「
類」
に

よ
る
ば
か
り
が
能で
は
な
い
と
い
う乙
と
を
示
し
た一
文。
乙
う
い
う
調
査
か

ら 、
か
えっ
て 、
「
航
行」
「
選
考」
な
ど
の
平
板
型
に
対
す
る
「
孝
行」
「
線

香」
な
ど
の
頭
高
型の
歴
史
性
も
浮
き
上
がっ
て
と
よ
う
と
い
う
もの
で
あ

る 。
な
お 、
「
音
声
学
会
会
報」
全
般に
つ
い
て 、
ひ
と
乙
ろ
よ
り
は
随
分
-誤

植
が
少
くなっ
た
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る 。

音声 ・ 音 韻 (一般 ・ 現代)

方
言の
分
野
に
は
入
る
と
し
て
も 、
日
本
方
言
研
究
会
第ロ
回
研
究
発
表
会

(
昭
必・
5)
の
「
発
表
原
稿
集」
第ロ
号
の
山
口
幸
洋
氏
「
伊
吹
島
方
言の

二
拍
名
詞の
ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て」
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

史に
対
し
て
も
ア
ク

セ
ン
ト

観
そ
の
もの
に
対
し
て
も
重
要な
材
料
と
な
り
う
る
報
告で
あ
る 。
同

氏
が
「
国
語
研
究」
担
(
昭
必-
U)
に
書
か
れ
た
「
三
重
県
南
牟
婁
郡の
ア

ク
セ
ン
ト」
も 、
ア
ク
セ
ン
ト

観
そ
の
もの
に
関
わっ
て
い
る
と
い
う
点で
重

要で
あ
る 。
もっ
と
も
そ
の一
O
頁
下
半に
「
川
上
奏
氏
が
そ
の
「
丁
寧な
発

音
と
ア
ク
セ
ン
トの

型」
(
国
語
学臼)
で 、
「
ア
ク
セ
ン
トの

型の
認
定
は
極

力
抽
象
的
に
行
な」
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 、
と
い
い 、
金
田一
氏の
「
型」
は

「
ア
ク
セ
ン
トの

型」
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
るの
は
解せ
な
い 。

そ
ζ
に 、
術
語の
目
指
す
意
味
を
す
り
か
え
る
よ
う
な
観
念
論
が
う
か
が
わ
れ

る 。」
と
書
か
れ
た
の
は 、
私
が
そ
の
「
国
語
学」
臼
の
論
文の
四
頁
上
段に

「
0
0
・
0
型
・

0
・
・
0
型
・

・
・
・
o
型
と
い
う
場
合の
「
型」
も 、
も
ち

ろ
ん
不
必
要だ
と
は
言
え
な
い 。ζ
う
い
う
意
味の
型
を 、
音
声
学
的な
もの
に

す
ぎな
い
と
か
言っ
て
た
だ
た
だ
排
除
す
ると
と
に
は 、
私は
賛
成で
き
な
い 。

(
中
略)
た
だ 、
0
0
・
0
型・
0
・
・
0
型・
・
・
・
o
型
と
い
う
と
ら
え
か

た
を
もっ
て 、
い
わ
ゆ
る
音
韻
論
的
解
釈の
終
点
と
す
るζ
と
に 、
私は
賛
成

で
き
な
い
の
で
あ
る 。」
と
書
い
た
の
を
読
み
落
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。

さ
て 、
広
島
大
学
方
言
研
究
会
「
会
報」
第路
号
(
昭
必・
ロ)
の
吉
田
則

夫
氏の
「二
拍
三
拍
助
詞に
よ
る
話
部の
ア
クセ
ン
ト

形
成に
つ
い
て
|1共通

話資料による分析
||」

は 、
藤
原
与一
氏 、
山
口
幸
洋
氏の
方
言
文ア
ク
セ
ン
ト

研
究
を
背
景に
し 、
「
国
語
研
究」
却
(昭
必・
ロ)
の
和
田
実
氏の
「
辞の

ア
ク
セ
ン
ト」

お
よ
び
「
音
声の
研
究」
ロ
(
昭4・
3)

所
収の
拙
文
「
体

言に
つ
く一

拍の
助
詞の
ア
ク
セ
ン
ト」

(
同
舎の
目
次
に
記
さ
れた
題
目
は

誤
り)
の
あ
と
を
受
け
た
論
考。
「
辞の
ア
ク
セ
ン
ト

を
も
自
立
語の
ア
ク
セ

ン
ト
と
同
じ
手
順で
抽
象
し

て
い
く

行
き
方
は 、
す
ぐに
は
受
け
い
れ
に
く

い」
と
言
われ
る 。
「
ま
で」
「よ
り」
な
ど
は
滝の
あ
る
自
立
語に
続い
た
場

合で
も
自
分
自
身の
低
ま
り
を
表
わ
す
と
い
う
見か
た
は 、
通
説
と
追
う 。
実

は
私の
見か
た
も
通
説
と
は
少し
迷
い 、
田
中
氏の
言
われ
る
よ
う
な
再
度の

低
ま
り
を
認
め
るの
だ
が 、
そ
の
低
ま
りの
な
い
場
合の
あ
る
乙
と
を
も
私は

認
め
て
い
る 。
も
し

常に
低
ま
るの
だ
と
す
る
な
ら
ば 、
「
ま
で」
「よ
り」
な

ど
は
ア
ク
セ
ン
ト

的
に
自
立
語
と
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
と
と
に
な
る 。
資
料と

し
て
は
「
リン
ガ
フォ
ン
日
本
語コ
l

ス」
を
採
用
し
た
の
だ
そ
う
で 、
右の
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よ
う
な
発
音
が
し
ば
し
ば 、
ま
た
は
常に
現
わ
れ
た
の
は 、
そ
の
発
音
が
大
い

に
ア
ク
セ
ン
ト

K
注
意
し
て
模
範
的に
発
音
し
よ
う
と
し
た
た
め
か
も
し
れ

な
い 。
ア
ク
セ
ン
トに

注
意
す
る
と
いっ
て
も 、
各
拍は 、
も
し
「
高」
で
な

け
れ
ば
「
低」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 、
「低」
で
な
け
れ
ば
「
高」
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
い
う 、
二
段
観
的
な
注
意
で
は
な
く 、
ア
ク
セ
ン
ト

の
滝
を
必
ず

実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う 、
方
向
観
的
な
注
意の
し
す
ぎ
で
あ
る 。

つ
ぎ
に 、
方
言の
論
文
で
は
あ
る
が 、
い
わ
ゆ
る
音
韻
論
的
な
表
記
と
現
実

の
音
声
と
の
関
係
と
い
う一
般
的
な
問
題な
の
で 、
ひ
と
乙
と 。
「
操
山
論
議」

第
5
号
(
昭
釘
・

3
岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
校)
所
収の
虫
明土口
治
郎
氏の

「
岡
山
方
言の
曲
用」
の
中
の
音
殻
表
記に
と口ご凹」E
L
Erι」RUL」己一-
丘DH

と
い
う
の
が
あ
る 。
し
か
し 、
た
と
え
ば「
貰い
手は」
の「て
は」
は
つ古一]

で
「
見て
は」
の
「
て
は」
は
つ
守一]
で
あ
る
と
か 、
両
者
と
もに
つ官一]

で
あ
る
と
か 、
と
も
に
つ
な一]
で
あ
る
と
か 、
さ
ま
ざ
まの
場
合
が
考
え
ら

れ
る
の
で 、
現
実の
音
声
が
ど
う
で
あ
る
か
を
虫
明
氏に
お
た
ず
ね
し
た
と
と

ろ
己
F
T
三
官"
丘印一切
丘Erι」O一]
で
あ
る
と
の
ご
返
事
を
得
た。

音
韻
論の
単
行
本
と
し
て
は 、
前
田
正
人
氏
の
「
国
語
音
韻
論の
構
想」

(
昭
必・
5)
が
あ
る 。
氏
の
論
は点目
韻
体
系
の
均
整
を
求
め
す
ぎ
た
き
ら
い

が
な
く
もな
い
が 、
調
音の
ち
を
重
ん
ず
る
音
韻
論
を
排せ
ら
れ
た
点は
大
賛

成
だ。
独
立
し
た
書
評
を
要
す
る
力
作
で
あ
る 。
と
と
に
服
部
四
郎
氏が 、
も

し
例に
よっ
て
誤
解
さ
れ
た
と
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あっ
た
な
ら 、
と
の
蓄の
や

や
詳
し
い
批
評
を
もの
すべ
く

若
干の
時
間
を
割
か
れ
るよ
う
希
望
す
る 。
本

金目は
定
価士宮
千
五
百
円 、
発
売
所
は
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町一
の一
慶

文
堂
書
庖で
あ
る 。

国
際
音
声
学
会
の
機
関
誌は 、
一
九
七
O
年
(
昭
和
お
年)
ま
で
は 、
論
文

自
体
が
音
声
記
号で
綴
ら
れ
た
(し
か
も
各
人
の
発
音 、
各
人
の
音
韻
論
を
反

映
す
る 、
そ
れ
ぞ
れの
流
儀の
記
号で
綴
ら
れ
た)
か
な
り
読
み
に
く
い
も
の

で
あっ
た
の
が 、
そ
の
メ
ー
ト

ル・
フォ
ネ
ティ
l

ク
と
い
う一
八
八
九
年

(
明
治
辺
年)
以
来の
名は一
三
四
号
を
もっ
て
絶
え 、
一
九
七一
年
(
昭
和

必
年)
か
ら
は
ジ
ャ
ー

ナル・
オ
プ・
ジ・
イ
ン
タ
ー

ナシ
ョ

ナル・
フォ
ネ

テ
ィ
ッ
ク・
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ

ン
と
い
う
名の 、
正
書
法で
書
か
れ
る
雑
誌に

変っ
た 。
や
は
り
年二
冊
発
行
さ
れ
る 。
ζ
の
と
と
ろ日
本
語
そ
の
もの
に
関

す
る
論
文
は
載
ら
な
い
が 、
第一
巻
・

第一
号
(
昭
必・
6)
の
り・
。
ミ己主

氏
の

HN
巾]
阻

ま
巾
白
昆

与m
o
E
芯
一
口

百円
。
口
自
己
D
ロ

自
由]
百一間・

第
一

巻
・

第
二

号
(
昭
必
・

ロ
)

の

者・
』
曲曲目巾
同口

氏
の

日u
t
n
r

s
ι

n
o
g
MU曲目田

口『

子
冊

目
宮
島一
口問
5
5・
4『・
開-
HOロ
g
氏の
3-vz
g
g品
者OHL・凹
58
5

出宮去
の
三
編
は 、
間
接
的
に
は
日
本
語の
ア
ク
セ
ン
ト・

イ
ン
ト

ネ
ー

シ
ョ

ン
の
研
究に
益
す
る
論
考で
あ
る 。
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「
金
田一
博
士
米
寿
記
念
論
集」
(昭必-
m
三
省
堂
定
価
九
千
円)
に

収
め
る
「
国
語」
「
外
国
語」
「
民
俗・
文
学」
の
論
文
四
十一一編
中 、
音
声
音

韻
関
係
は
次の
八一編で 、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ク
セ
ン
ト

関
係の
論
考で
あっ

た 。
すな
わ
ち 、
金
田一
春
彦
氏
「
音
韻
変
化
か
ら
ア
ク
セ
ン
ト

変
化
へ」 、

和
田
実
氏
「
日
本
語
辞
書の
ア
クセ
ン
ト

記
号」 、
寺
田
泰
政
氏
「
ア
ク
セ
ン

ト
に
よ
る
細か
い
方
言
区
画
||遠州の方

言官例として
||」 、

平
山
輝
男
氏
「
日

本
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
将
来」 、
拙
文
「
国
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
将
来」 、
秋
永一
枝

氏
「
懸
詞
考

||古今集芦点
杏セ中心に
||」 、

柴
田
武
氏
「
与
那
国
方
言
に
関
す

る
若
干の
報
告」
の
前
半 、
吉
沢
典
男
氏
「「
子
音
係
数」
に
つ
い
て
の
実
験

的
研
究」
の
八
編で
あ
る 。
と
の
論
集の
発
行は
十
月
十
五
日 、
そ
し

て
十一

月
十
四
日 、
八
十
九
歳
を
もっ
て
博
士
は
他
界せ
ら
れ
た 。

ーl
国
学
院
大
学
助
教
授
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